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となりました。

　開催にあたり多大なご支援とご協力を賜りました

関係者の皆様に心より感謝申し上げます。

第25回神奈川県支部学術集会
学術集会会長：社会医療法人ジャパンメディカルアライアンス

海老名総合病院名誉院長　服部智任

　2026年３月７日（土）海老名市文化会館におきま

して、第25回神奈川県支部学術集会を開催致しまし

た。学術集会テーマを「たくみ」から「しくみ」へ〜質

と効率の両立を目指して〜とし、234名のご参加を

いただきました。特別講演では、株式会社Vitaly代

表取締役で病院マーケティングサミットJAPAN代表

理事である竹田陽介先生をお招きし「共創から始める

『愛され病院』のつくり方−人も地域もすこやかにす

る医療マネジメントの新たな可能性−」と題し、地域

と病院を繋ぐ共創を考えることができる貴重なご講

演をいただきました。また、シンポジウムでは、病

院長・看護部長・医療技術部部門長・事務部長の立

場より、個々の能力からの脱却や教育を経てたシス

テム化、更に進化したDX化について発表いただきま

した。ランチョンセミナー、アフタヌーンセミナー

は、電子カルテ医療情報を利活用した経営改善につ

いて発表いただきました。一般演題では51演題の発

表があり、盛会のうちに終了することができました。

本学術集会の開催にあたり、ご支援ご協力を賜りま

した関係各位の皆様に心より感謝申し上げます。

第23回香川県支部学術集会
学術集会会長：三豊総合病院副院長

中津守人

　2026年３月７日（土）、香川県社会福祉総合セン

ターにおいて「働き方改革と医療DXへの取り組み」

をメインテーマに開催いたしました。

　今回のテーマは、2040年に向けて高齢者人口の

ピークや人口減少、認知症高齢者・単身世帯の増加

など、社会構造の大きな変化に対応する必要性を踏

まえたものです。医療現場では、医療・介護人材の

不足、医師の地域偏在や診療科偏在、医療経営の悪

化など多くの課題を抱えており、医療の質を維持し

つつ効率化を図る働き方改革が求められています。

　特別講演では、日高武英先生（邑智郡公立病院組

合公立邑智病院副院長兼総合調整室長・地域連携室

長）をお招きし、「公立邑智病院の再生から病院建て

替え、そして医療DXの取り組み」をご講演いただき

ました。病院再生の過程や建て替えを契機とした医

療DX推進の実際、そして医療従事者が働きやすい

環境づくりのヒントなど、大変示唆に富むお話を伺

うことができました。

　一般演題では22題の発表が行われ、各分野の専門

職が熱心に取り組んだ実践報告や活発な質疑応答が

交わされ、明日からの医療現場に活かせる多くの示

唆が得られました。

　当日は約100名の皆様にご参加いただき、盛会の

うちに終了いたしました。開催にあたりご支援・ご

協力を賜りました皆様に、心より御礼申し上げま

す。

2026年度クリティカルパス実務士養成講習会
テーマ：クリティカルパスを正しく理解し、正しく運用しよう

　日本医療マネジメント学会は､医療の質の向上を求

めて、クリティカルパスをはじめ医療福祉の連携、

安全管理等、医療福祉の現場における各種課題の研

究、提案を行い、成果を上げてきました。

　本講習会は、クリティカルパスの質の向上を図る

ための実務士を育成することを目的としています。

本講習会の履修は、本学会認定のクリティカルパス

実務士の資格認定の必須条件となります。申し込み

にあたってはできるだけ複数（例：医師と看護師、医

師と理学療法士等）での申し込みをお願いいたしま
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